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1. はじめに 

 北陸地方の鋼橋 RC 床版や RC 中空床版等は，冬季

に凍結防止剤が散布される．これらの床版等は，他の

構造形式と比べ中性化の進行が早い傾向にある 1)．す

なわち，塩害および中性化による複合劣化が懸念され

る．これまでに，高濃度の防錆剤を混入した補修用モ

ルタルを既設コンクリートの表面に，2mm厚程度で薄

く塗布し，複合劣化を抑制できる効果が報告されてい

る 2)．しかしながら，この工法は，床版下面に左官工

法で塗布するため，作業性低下等の課題が残る．本研

究では，ゲルを用いた新たな塗布方法を提案し，従来

の補修用モルタルを塗布した場合と比較し，防錆成分

の浸透性および中性化の抑制効果を明らかにする． 

2. 実験概要 

（1）供試体概要と実験ケース 

 図-1に供試体概要を示す．普通ポルトランドセメン

トを使用し，W/Cが 60%のモルタルを作製した後，塗

布面以外の面をエポキシ樹脂で被覆した．次に，中性

化した既設床版を模擬するため，10週間の促進中性化

暴露(40℃・RH60%・CO25.0%)を行い，10mm程度まで

を中性化させた．その後，写真-1に示すように複合劣

化対策を施した．表-1 に実験ケースを示す．ここで，

ゲルはLiNO2水溶液を変性アクリルアミド系増粘剤で

増粘したものである．ケース Bで塗布した目的は，凹

部では外部環境の乾燥時に，コンクリート表層部の水

分が逸散する．この際に，LiNO2 が濃縮し，内部へ早

く浸透する可能性があると考えたからである． 

（2）亜硝酸イオン量の測定方法 

 金沢市内にて 10 月下旬から 3 ヶ月間および 6 ヶ月

間に亘り，屋根を設けて雨雪の影響を受けないように

して屋外暴露を行った．その後，防錆成分の浸透性を

確認するために，厚さ 5mm 毎に供試体をスライスし

て，亜硝酸イオン浸透量をイオンクロマトグラフィー

により分析した． 
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図-1 供試体概要     写真-1 ゲルの塗布状況 

 

表-1 実験ケース 

ケース 媒体 
塗布 

方法 

LiNO2量 

(g/m²) 

塗布厚さ 

(mm) 

Blank 無塗布 ― ― 

A 

ゲル 

ローラ 500 0.5 

B ローラ溝 250 
凸部：0.5 

凹部：0.0 

C ゴムベラ 1000 1 

D 
PCM コテ 

100 
2 

E 500 

 

（3）中性化深さの測定方法 

JIS A 1153に準拠して，3ヶ月間および 12ヶ月間に

亘り，促進中性化暴露を行った．その後，供試体を割

裂してから，JIS A 1152に準拠して，濃度 1.0%フェノ

ールフタレインエタノール溶液を噴霧し，暴露面から

変色した部分までを中性化深さとして測定した． 

3. 実験結果 

（1）亜硝酸イオンの浸透性 

図-2に屋外暴露 3ヶ月および 6ヶ月における亜硝酸

イオン浸透分布を示す．これによると，ケース Cにお

いて，最も亜硝酸イオンが浸透していることが認めら

れる．さらに，PCM を塗布したケース D および E で

は，亜硝酸イオンの最大値が同等であることが認めら

れる．また，図-3に RC床版等の一般的な鉄筋位置(深

さ 20-40mm 間) における亜硝酸イオン総量（積分値）

1
0
0
 

50 

溝(ケースBのみ) 

単位：mm 

LiNO2を混入したゲルもしくは PCM 

 

エポキシ樹脂 

ケース B 

V-017 土木学会中部支部研究発表会 (2018.3)

-547-



 

を示す．これによると，LiNO2 量が最も多いケース C

ではケースDおよび Eと比較して，3ヶ月および 6ヶ

月において約45%多く浸透していることが認められる．

さらに，溝を設けたケース B ではケース A と比較し

て，供試体表面に塗布した総 LiNO2量が 1/2 にも拘わ

らず，3 ヶ月における亜硝酸イオン浸透量は約 40%多

く浸透し，6 ヶ月では同等であることから，浸透は早

いことが認められる．  

（2）中性化深さ 

 図-4 に促進中性化暴露 3 ヶ月および 12 ヶ月におけ

る中性化深さの結果を示す．これによると，ケース C

では Blankと比較して，中性化深さを約 70%に抑制し

ていることが認められる．また，ケースAではケース

B と比較して，溝の有無による中性化抑制効果は同等

であることが認められる．さらに，ケースDおよびケ

ースEは同等の中性化深さとなったことが認められる． 

4. 考察と総合評価 

 全てのケースにおいて，屋外暴露 3ヶ月における亜

硝酸イオン量の最大値は，深さ 10-20mmの位置となっ

た．これは，深さが 0-10mm では，予め中性化してい

たため，塩化物と同様に亜硝酸イオンの深部への濃縮

現象が起きた 3)と考えられる．また，溝状に塗布した

ケース BではケースAと比較して，屋外暴露 3ヶ月に

おける亜硝酸イオン総量が多くなり 6ヶ月では同等に

なった．これは，2.(1)に前述した仮説の様な移動が起

こり，LiNO2が早く内部に浸透したためと考えられる．

さらに，ケース C では PCM を塗布した両ケースと比

較して，亜硝酸イオン浸透分布の最大値および亜硝酸

イオン総量が高い値となった．一方，PCMを塗布した

両ケースではゲルを塗布したケース A～C と比較して，

促進暴露期間が 3 ヶ月から 12 ヶ月にかけて中性化が

進行しなかった．これは，LiNO2 の持つ保水性により

空隙の小さい PCM 内部が常に水に満たされ，炭酸ガ

スが透過しにくくなったため 2)と考えられる．  

5. まとめ 

(1)ゲルを塗布したケース Cでは，PCMを塗布したケー

スD，Eと比較して，中性化抑制効果は低いが，亜硝

酸イオン浸透量は多い． 

(2)ゲルを塗布した場合，溝を設けたケース Bではケー

スAと比較して，LiNO2量は 1/2になるが，浸透速度

は速くなる． 

 

 

 

 

 

 

 

    図-2 亜硝酸イオンの深さ方向における浸透分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-3 鉄筋位置における亜硝酸イオン総量 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-4 中性化深さ 

 

(3)PCM を塗布した場合，100g/m2 以上塗布しても，中

性化抑制効果は同等である． 
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